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１,はじめに 

冨田ほか（2012）は,日本の高校生として初めて金星の紫外線撮影に成功し，雲のパターンの

移動から金星大気の風向風速を求めた.さらに浅岡ほか（2013）は等輝度線図を作成して雲の輝

度による解析を行った.この結果,金星大気の運動は低緯度ほど風速が大きく,高緯度ほど小さい

こと,南北に対称性があることを明かにした．この研究では,さらに鮮明な金星の紫外線画像の撮

影を行うと同時に，探査機の撮影した画像を用いて輝度の解析を様々な角度から検証して,スー

パーローテーションの成因を考察することにした. 

 

２.目的 

鮮明な金星の紫外線画像の撮影を行う，さらに,探査

機の撮影した画像の輝度を解析して,

スーパーローテーションの成因につ

いて考察する. 

 

 

３.方法と結果 

(1) 金 星 大 気      

の写真撮影 

 

本校天文台にあ

る五藤光学社

製 15cm 屈折式

望遠鏡に,紫外

線透過フィル

ターを挿入し

たデジタル一眼レフカメラ(図１)を用

いて金星の撮影を９月 24 日 19 時に再度行った(図２). 

 

(2)画像解析 

NASAの探査機Galileoが撮影した２時間前後画像を天体画像解析

ソフト Makali‘i を用いて等輝度線図を作成した(図３),輝度の

移動から金星大気のスーパーローテーションは，平均 53～74km/s

図２金星の可視光画像(左)と紫外線画像(右) 

図４輝度の相関 

南緯 60°(下図),赤道(上図) 

図６スペクトルの相関係数と

緯度の関係 

図１撮影装置

図３金星の等輝度線図

 

図５輝度曲線のスペクトル 

緯

度

図 1 撮影装置 



の東風で，風速は低緯度ほど大きく，高緯度ほど小さいことがわかった. 

次に輝度曲線図を基に同一経線上での２時間前と後の輝度の値から相関図を作成した(図４)．

図４から高緯度ほど正の相関が強く,低緯度ほど分散が大きいことが分かる.これは,高緯度ほど

雲の輝度の崩れが小さく,低緯度では雲の輝度の崩れが大きいことを表している. 

さらに輝度曲線には金星大気のさまざまな波長の波動現象が反映されていると考えられるた

め,フーリエ変換の原理を利用し輝度曲線のスペクトルを作成した(図５).このスペクトルの相

関を求め,緯度毎に比較した（図６），図より高緯度になるにつれて正の相関が強くなり,低緯度

では相関は弱いことが分かる.これは低緯度ほど様々な波長の波が混在していることを示し，風

速が大きいために起こった現象と考えられる． 

 

３.考察 

現在,金星のスーパーローテンションの成因については，昼夜対流説,熱潮汐波説,子午面循環

説の3つが提唱されている.これを今回の結果と比較すると，昼夜対流説では,風速が小さく今回

求めた53～74km/sの風速を説明することができない.また，熱潮汐波説は西風であるため,今回の

結果と矛盾する.しかし，子午面循環説は,今回の結果と風速,風向共にほぼ一致する.ゆえに，子

午面循環説が支持される. 

 

４.結論 

金星大気のスーパーローテーションは，平均53～74km/sの東風で，風速は低緯度ほど大きく，

高緯度ほど小さい.また,南北半球で対称性を示す(図７).さらに成因は金星大気における子午面

循環であると考えられる. 

 

５.今後の展望 

今回撮影した金星の紫外線画像は,地上の望遠鏡で撮影したため解析に使用できるような鮮明

な画像ではなかった．そこでロケットや気球に搭載でるような小型撮影機材を開発して，紫外線

の吸収の少ない 100～500km 上空からの撮影に挑戦したい． 
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図７金星大気の運動モデル 昼夜対流説 熱潮汐波説 子午面循環説（Gierasch 説）


